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浅海増殖開発事業のうち築磯事業（投石）は昭和２８年より都の会-補助で伊豆七島の各漁業

協同組合が事業を開始したが翌年２９年より国の補助も得て，その事業は年を追って増加し、

昭和５７年で満１０年を迎えたわけである。

この間大島分場においてこれら築磯事業の効果を高めるために各種の基礎的調査がおこな

われてきたが初期には暗中模索の域を出ず、いたづらに調査は空転していた感がたいでもない。

しかしながら近年やつと効果認定調査の方法も確立して軌道に乗ってきたといえる。従って

過去の調査事項結果について一貫した資料整備の必要を痛感し、ここに一括して資料を集録し

Ｉ

不充分であるが今後の活用を待つことにしたわけである。

昭和５８年５月

東京都水産試験場長 鈴木 1煩
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浅海増殖開発事業効果認定調査

（そのＩ）

東京都水産試験場大島分場が昭和２８年から昭和５６年度に亘って実施してきた効果認定調

査項目を一括表示すれば表１となり、年度別調査結果を取り注とめれば次のとおりである。

1．投石材、投石方法の調査

昭和２９年度からコンクリートブロックと玉石（海岸石）とのテングサ着生優劣試験およ

び玉石に種草（親草）しばりつけの効果、テングサ葡團枝（干潮線）の着生した玉石の深部

移殖等について調査した。ＨＥｉ５ｐ５０年度には「大野式盤石」の効果を、５１年度には大型コ

ンクリート盤石と、岩石とサザエ殻を埋付けた盤石を用いてテングサ着生優劣試験を実施し

、

た。

２テングサ（オオブサ）成長度胞子発生時期調査

昭和５０年度大鳥産オオプサを対象として周年に亘る月別成長度、胞子発生時期を調査し、

さらに５１年度には冬季テングサ摘採可否について大鳥産オオブサを対象として着生量、胞

子発生時期を調査した。

5．投石事業の効果認定調査

漁業協同組合が実施した投石事業について、その効果認定を対象として昭和５０年度には

大島泉津地先を、昭和５２年度～５７年度には大島各漁業協同組合の地先（泉津。岡田。元

町・差木地。波浮）を対象とし、大島以外では昭和５５年度に八丈島三根。末吉漁協地先お

よび三宅島の伊ケ谷。阿古・伊豆・神着。坪田各漁協地先を、５６年度。５７年度には三宅

島各漁協地先を調査した。

ａ

、

－１－
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表１年度別調査項目

＝

割香汗

Ｉ投石材、投石方法の調査結果

（昭和２８年～５１年）

汁１回経過（昭和２８．２９年）

大島町彼浮港外の水道部をはさんで波浮港。差木地の各漁協地先の干潮線下に投石試験を実

施した｡投石作業経過､投石後の観察結果は表１のとおりである。いづれも投入石は四散して結

果の判定は困難である。

－２－

調査担当者
昭
和 ２８年 大島泉津漁協地先

(５か所）
泉津漁協事業実施個所の効果認定調査
(テングサ着生量調査）

大島分場

技師五十嵐正治

〃 ２９年

大島泉津漁協地先
(５か所）

大島波浮港外水道部両側
(５か所）

〃

玉石葡團枝付玉石の沖出し､コンクリート
ブロック投入試験竹籠を用いた

．〃

〃

〃

〃

〃
５０年

〃

大島泉津漁協地先

大島波浮港外水道部両側

(５か所）

大島差木地トウシキ地先

前年同様にして竹籠の代りに針金篭を
用いた

泉津漁協事業実施個所の効果認定調査
(テングサ着生量調査）

前年に引続き投石と大野式盤石の効果
調査

テングサ（オオブサ）の周年に亘る成
長度、胞子発生時期調査

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃

〃

〃 51年
大島波浮港村オオヤノクポ
地先
先

｡差木地村トウシキ地
盤石比較試験
冬季テングサ成長度調査

大島分場
提n丁五十嵐正治

|技師補三村哲夫

〃 ５２年

〃
５５年

大島各漁協地先

〃

投石地効果認定調査

〃

0

〃

技師倉田洋二
技師補三村哲夫

！〃

技師倉田洋 ￣

技師補三村哲夫

〃

〃

３４年

55年

〃

大島各漁協地先
八丈島三根・末吉地先
三宅島各漁協地先

〃

〃

〃

〃

i〃
５６年 大島各漁協地先

三宅島各漁協地先
〃 〃

〃
57年 大島各漁協地先

三宅島神着坪田漁協地先
〃 技師倉田洋

技師補広瀬泉
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表１．汁１回調査経過

経渦および観察（投入近Z木;伽

黒年月日lＡＢ

ヌラ盲ＥＥ土’ｂｕ８７５～5625｣甥ｇＥ５～－１ｕｍｏリソソＡＩＺｵﾆｷﾆﾜ

傍Ｉｒニマ子軽γ甲（ＬロムｋＬ７ＫＴ白宕 6ソｂｎ４Ｖ

司艮ロノロＤＫ（采

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

）

叉着ｑ二二fE/ロ／１回 弦E｢崖に上７Ｋ深／へ４０

￣lＬ￣Tご／□

鶏

4Ｕ～７Ｕ・〆／＿の 己[」【．～'同已［］

「も

藻類ｑ蜂ﾀﾄﾌｋ苛盲中gP-淵 。１Ｕ１ｉｎ－雫ﾌＦ７９Ｏイ直
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うＴｎＴ－Ｅ＝

狽、葡團柾付玉石の４Ｃ皿ご写巨宝ラ

↑▽

６０％被度-するが草丈ｑ

狂負川｡｣火操ﾗ盲正被謄ｂＣ

由侶

,
ＤＣ

〃 U〉なし、ｃ

。ニユ＃二世Z属
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環境（天然礁） 作業経過および観察（投入石）

昭

和
年月日

21225

ＡＢ地点

港外に向って左岸は水深５～１伽の

玉石場で、沖（中央水道部）は砂利、

有節石灰藻多くオオプサ少ない。

ＯＤ地点

港外に向って右岸は水深７～４０腕で

大型玉石多く、沖は砂地でオオプサ多

〈４０～７０

、地点

鬼 。

港外水道中央部は砂地で藻類の着生

無し。

Ａ地点

テングサ葡甸枝着生玉石(1875～5⑫5Ｋ,）と

陸上玄武岩（5Z5～5625Ｋ?)を用いて荒目竹籠に

７個づ▲入れて投入した。

Ｂ地点

葡冨枝着生玉石７個づム２篭。葡團枝着生玉

石、玉石、 コンクリートブロック混合２篭。玉

石、コンクリートブロック混合５篭。

、地点

テングサ葡園枝着生玉石１０個､玉石２０個、。

ソクリートプロック１０個を２”に並らくる。

2兜柘 のぞき調査

B地点、５篭安定、２篭不明（流失？） 。

D地点、投入石は全く散乱、一部を集めて追加

整地。

29519

(ロ関日）

2ＷL2２

29,25

Ａ地点

オオプサ草丈75～155c7m平均108cwz

Ｂ地点

オオプサ草丈150～250ｃｍ平均１Z8c加

Ｂ地点

有節石灰藻被度４０％、無節石灰藻一

面に着生、オオブサ２棟／ｍ８、草丈５

～９ｃｍ

Ｄ地点、オオプサ草丈は１２～２０cｍ

平均１４．６０加○

Ａ地点、オオブサ草丈は６．５～1イ<００加

平均８１ｃ加。

鴎風１２ 、 １５ 、 １４号来襲後

潜水調査

Ｂ地点

4籠安患５篭不明、葡冨枝付玉石の４０～

６０％被度するが草丈の伸びは悪い。玉石

ンクリー

、 ．

トプロツクは無節石灰藻着生被度５０

％・パテイラの着生多い゜

Ｄ地点、投石は散乱、コンクリートブロックだ

け残存、ブロックの着生物がない。

Ｂ地点、流出して投入石皆無
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汁２回経過（昭和５０年）

汁１回に引続き、昭和５０年５月１日～５日、波浮港外水道部周辺のテングサ（オオプサ漁

場に投石試験を実施した。

投石材

玄武岩（１１．２５～２２５K9）の玉石および枠石６００個

テングサ葡團枝付玉石（７５～１５０K9）５００個

コンクリートブロック（１５０K9）、１０×５ｘ５寸１００個

投入方法

針金蛇籠（８番線〔２×２×１尺〕で外枠を作り、１４番線で４寸亀甲目にする）５０

個を用いて、１点に１０篭を５点に投入した。一部に種草（オオプサ１．８５Ｍと葡

薗枝付玉石を混入）を入れて比較対象した。

表２汁２回調査経過

竺庄日日 罪il眉lお主ひ観葬

Ｊ二

の子三弐調看

あるか、流れ操の繼 11は不明。投入後は白伝

ｺﾚﾉ((栗ノし－口】曳星は〃

苔7ｋ局間そ

同FfJc 蕊_旱lまi/角ヲＥ～南I窟Iﾉﾄﾞｳﾞﾑﾌﾟ肖弓

]6.,91］=Ｉ )ｸﾞﾋごh崖0エノロ官､士

津ろへ鉦節Z臣

－６－

に二二ｺ唾亘雪一二コ

『
①

Ｄ地点、不明

昭

和年月日 作業経過および観察

5051～５ 5地点に投入

５０．６．４ のぞき調査

投入時と同一状態であるが、流れ藻の纒絡多く詳細は不明。投入後は白色化（無節

石灰藻）して種草は流出せず着生している様子。

5０．６１４ 潜水調査

Ａ地,点寵中の'｣､型玉石が脱落針金さびる。種草は消失､飼旬枝も消失しつつある。

３０．６．２９ B地点、天然礁は有節石灰藻多くテングサの着生少ない。種草は脱落多いが2～５株

残る。無節石灰藻が僅か着生。種草は消失。

Ｏ地点、投石は安定するが－部砂地に埋没（２寸）。

Ｄ地点、投石間に標砂沈積。

Ⅱ地点、投石は消失。

釦.Ｚ２２

藤葺
O地点、投石は安定していみが一部砂中l/て埋没（５寸）。鴎風７～１１号通過。種草

は全く消失し、テングサ発生は認めず。

ｂ

D地点、４篭は安定、６龍は投石散乱、投石中に漂砂散乱。無節石灰藻全面に着生し

テングーHLの発生を認めず０

5０．８．６ Ａ地点、投石は安定、無節石灰藻でおおわれ、有節石灰藻僅か着生 ＰＣ

Ｌ
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1点、前回と'百|棟筏ノロは７月ラ

光５回経過（５０年度）

汁２回に引続きコンクリート盤石および大野式（発明者大野角次郎）コンクリート盤石およ

び従来の玉石を投入してその優劣を比較試験した。投入は５０年６月４日、投入地点は汁１回

と同様である。投入後の調査は6.Z８月に４回調査をおこなった。

投入材

コンクリート盤石（ピラミツト型Ｘ２臼×２ＲＡ型･…･…－５６個、

１５Ｈ×1.5日Ｂ型・・・…・・１６個

玉石（表面にコンクリート塗付）・………・…………・・・・･若干

投入方法

大野式盤石は表面に種草（オオブサ」を特殊セメントで楠付けた。玉石には種草を値

付けて投入潜水整地した。

｡

ＣＯ

投入後の観察経過

６月４日（１点）６月２９日（４点）７月２２日（１点）８月６日（５点）の４回に亘つ

て潜水調査を実施した結果次のとおりである。

投入後の観察結果

1．各投入地先はいづれも浅く安定悪<砂地では埋没している。

２種草は１か月後に５０％残存するが種草の根部が白色化（枯死）し、－２か月後に２０

％残存するが殆んど枯死、テングサの発生は見られない。凸

第４回経過（５１年）

前５回に亘ろ調査では投入地先、投入材等が悪く、流出等により長期間の観察ができないの

で投入材をコンクリート盤石に変更して、投入地先も変えて調査を実施した．

⑧：

投入材

コンクリート盤石（ピラミツト型）８５×８５ｍ４０個

コンクリート盤石（正方形）、（盤石上に枠石およびサザエ殻を埋める）。

－７－

繍菅） Ｂ地点、投石は安定、有節石灰藻着生、天然礁にアントクメ多く

ない。

、 テングサの着生は

o地点、投石は安定、一部砂中に埋没。無節石灰藻着生するが、テングサ着生はない。

Ｄ地点碆前回と同様４籠は安定、無節白石灰藻着生するが、テングサ着生はない。

、地点、前回と同様投石は消失Ｏ

●
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８５ｘ８５ｘ１０ｃ加１６個

合計５６個

設置点

大島彼浮港村地先オオヤクポ（水深７而）に波浮港漁協が５１年に投石した個所

に設置'

投入後の歓察経過

１２月１０曰投入、盤石は玉石の間に組込んで安定は良い。２月中旬、５月下旬

の調査では無節石灰藻が着生していた。

沖５回経過（５２年）

前年投入した漁協の投石事業と当場の投入した盤石について比較観察をおこなった。調査

地点は前回同様大島波浮港地先オオヤノクポである。

表5．潜水観察結果

－８－

調査月日 コンクリート盤石 枠石（漁協投石）

グ

’

５２．２上旬

（
投入後

9か月
）

５６個投入したが残存する盤石は少をい・

全面無節石灰藻におムわれる。

盤石表面に苣丈５～４c加のオオブサ１０数

本着生している。

全面無節石灰藻におおわれろ。

52.10.上旬

（
投入後

10ｶ円
）

オオプサ草丈５～６cjizに伸び、盤石１個平

均１０～２０株が盤石の側面に着生している
テングサ着生認められない。
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投石材の種類による天草着生の有無

昭和２８年～５１年に亘って大島波浮港外水道部の周辺、およびオオヤノクポに諸種の投石

材を用いて投入したが＿波浮港外ﾌk道部では投石地として不適なためにその投石材の優劣につ

いて充分比較ができなかった。古たオオヤノクポについては投石後１年４か月注で観察するこ

とができたので不充分であるがコンクリート盤石と天然石枠石との比較ができた。以下総合す

ると次のようなことが考えられる。

1．調査実施個所が必ずしも適当でたいのでその効果が明らかでたい。波浮港内水道部は大島

の南部l/てあってＳＥの方向に開き、水道部の入口は６８０ｍ奥で９０加、水深は沖より次沐

に浅く水道部入□で１５腕、奥で４腕、沿岸部を除いて砂地が多く、夏～冬にかけて波浪に

よる漂砂が多い。従って小型の投石材では波浪による四散、漂砂による埋没がある。

２小型投石材の安定に竹籠さたは針金篭に収容して投入したが長期間の安定はできない。従

って竹･篭、針金籠の耐用年限を考慮に入れても篭を必要とするような投入地は投石適地では

ない。

5．干潮線に見られるテングサの葡萄枝付の玉石を沖出しすることによって成長を促進し、あ

わせて種苣の役目を果すように試みたが成長は認められたかった。この原因については下記

の２点が考えられろ。

（１）オオブサＧｅユユｄｉｕｍＰａｃｉｒｉｃｕｍの葡冨枝が沖出しによって漂砂忙洗われ消滅し

た。

（２）オオブサの葡團枝でたく、ハイテングサＧｅユユｄｉｕｍＰｕｓｉユユｕｍ（ｓｔａｃｋｈｏｕｓｅ）

国
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であった。従ってオナプサ葡團枝の沖出しにエろ成長および種苣としての効果については

場所を変えて追試験の必要がある。

4．投入石と同時に種草（親草）移殖の効果

種草を投入石に固着するために古繩（マニラローブの心繩）を用いた場合、約１か月で種

草が消失したので投入石への胞子散布の役目を果さないと思われる。従って投石と投入石へ

胞子を着生させるには無節石灰藻の着生後でなければ可能でないと仮定するならば、種草と

して親草を移殖する時期は投石後の若干の月日を経てから実施すべきであろう。

5．投石地としての砂地の可否

伊豆半島では砂地への投石も漁場造成に役立つといわれるが、彼浮港水道部の如き砂地の

中央部への投入およびテングサ漁場の沖合が平均且つ波浪の強い場所ではテングサ着生場所

に隣接して投石して､漂砂の移動によって漁場造成はできたい。

６．大野式盤石の効果

大野式盤石の特許である種草の盤石植付けの直後に種草の植付け部（根部）が緑色化する

のを見ると植付用の固定剤中に薬品が混入してあるようである。この緑変は恐らく種苣に有

害であって１か月後の潜水結果では枯死している。従って大野式盤石の特許の１つであみピ

ラミツト型（波浪に強い）も調査地点波浮港水道部およびオオヤノクポでは波浪によって四

散しているので効果がないといえる。

－１０－
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Ⅱテングサ成長度胞子発生時期調査

(1)オオプサ着生量月別変化（昭和５０年）

大島南西岸トーシキ海岸の差木地漁協地先（図１）に禁漁区を設定して、毎月採取し、オ

オブサの草丈、胞子熱度を測定した。なお、禁漁区は必ずしも充分管理できず禁漁が守られ

ていたかつたようである｡

！

トウシ宍

調査結果

調査期間中のオオブサ平均苣丈、４分胞子、果胞子の出現および現場水温の変化は表１

図２．５．のとおりである。

苣丈…オオプサ平均草丈は４月最長で１５１５ｃｍ、５月以降急､減し６月～８月は２５

５～’５２ｃｍ、９月は最低でＺ２４ｃ〃、以後次汁に成長して１０月～１２月で８．１０～

８２６ｃｍ、１月で１１．２８cjm、４月で１２７４cjizで前年４月より成長が悪い。従って最

も良い成長期は１～４月、最も悪い成長期は，～１２月で６～８月は平均している。

胞子…６月、１１，２，５の各月の測定がたいので当場が昭和１５～１４年に同一地

先でおこなった調査結果と対比した。今回の調査では欠月を除けば４分胞子は周年多く

７０％以上出現しているが昭和１５～１４年の冬季（２～５月）ては２０～５０％と少

ない。水温と対比すれば８月の高水温２５℃以上で出現が減少するのが見られる。果胞

子は周年少なく２０％以下で１０％以上は６～１０月の水温２１℃以上で多いが昭和１

５年当時はかたり不頬`則である。

、

－１５－
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(2)オオブサ冬季生育状況調査（昭和５１年）

禁漁期間におけるオオブサの成長お主び胞子発育状況を調査するために調査地点を前年同

様トーシキ海岸および彼浮港漁協地先オオヤノクボに新たに設けていづれも禁漁区として調

査した。調査地点は図1-Ａ、Ｂのとおりである。

調査方法の概要

ａトウシキ調査地点

比較的荒浪の場所で、テングサの繁茂している一つの岩石をI試験割に定めこの

岩石は、毎月１回必ずテングサと雑草を採取し、これに対して、試験点に近接し、

全く採取されていたい岩石を「対照点」として、テングサおよび雑草を採fiizして比

較検討を試みた。また、波静かを場所を選び１知平方の枠を「崖」、「中」、「沖

」の５点に毎月、無差別に投げて、その枠内に入った海藻をすべて採取して、種類

および重量を、テングサについては童丈および胞子を調査した。

ｂオオヤノクポ調査地点

「岸」と「沖」の２点にテングサの繁茂している岩石を定め、毎月一回づ》この２

－１５－
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Ｉ

点から藻類を採取し、種類および重量を、テングサについては草丈および胞子を調

査した。

このようにして毎月１回採取した各点の藻類は総量および種別に選別して重量を計り、テ

ングサについては各地点とMOO株を原則として無差別に抽出し、各株における草丈と

胞子の発生状況（４分胞子、果胞子、不明胞子数）を測定調査した。

調査地点の概要

ａトウシキ調査地点ａトワミンーヤーロノ后uｺﾖﾆ』､」`雨、

イ底質；熔岩の急､直な断崖で海底はﾉ｣、石混りの砂地で大型の岩石が所と散在してい
る○

戸水深；干潮線の崖部で、調査地点は（荒浪の地点と、比較的波静かな地点）約２

２５腕～５．７５ｍである。

へ調査面積；「試験点岩」の表面積約５平方籾．

二波浪；主要な流水は潮汐流で非常に激しく急潮時には渦を巻く．

ホ生物；附近一帯はテングサの多産地で一面にテングサが繁茂している。草種はオ

ォプサが主である。

ｂオオヤノクポ調査地点

波浮港エリ東に1.5Kmにあり、約４０?"の断崖下にあって凹入している玉石の海岸

である。底質は玉石と砂との海底で砂が約７割をしめている。水深は汀線で約４．５加

投盤点で（略図、盤石投入点参照、距岸約２０机）およそ９腕である．

調査結果

ａトウシキ海岸小湾（表１、図１）

この地点におけるオオプサ着生量（１か）は少なく雑藻の多いことが判る。４か月

間の着生量の変化は１１，１２月より１月がかたり多く、２，５月も多いが１１、

１２月に比べてその差は少をい・草丈は１１月で平均７５ｃｍ、１２月にＱ２c〃、１月

で１０４ｃｍ、２月で１０Ｍm、５月で１０５ｃｍと漸次成長する。４分胞子の出現,は同

一傾向を示し、２月を除いて６０～１００％をしめ、５地点とも２月が最も少なく、

４０～７０％である。果胞子では１１～翌年５月までろ地点ともに２０％以下である．

ｂトウシキ海岸、沖側（表２、図２）、

草丈は試験区では毎月採取しているにもかかわらず成長は良いが、草丈はやや減

少の傾向を見せ１１月に草丈平均１０．２c肌あったものが、漸次減少し５月には８７

ｃ腕とたり、５か月間平均Ｒ４８ｃ加である。これに比べて対象区の平均草丈は、１１

１ＴＪ譲り】可辺■■■唱司調且西■■■■。■■■ｉ■｜妻Ⅲヨー■■刀■＃鰻一Ⅵ追い『１割４’Ｊｒ〆Ｐ巾碑イⅧ卜蟷』？⑥け一Ｍ仁一翻圷．準．疵子悠竃▲一憲議Ｅ一一一一一一藩一口暹写』一．蓬》一雰脆鑓一侭一

Ｐ
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◆

月～５月の間にそれぞれ１回だけ採取したものでは、１１月の凹部で，４c加、沖側で

は８９～１２．５c〃、５か所の平均草丈は１０７６c〃で、その差は１２８ｃｍである。

４分胞子は６０％以上、果胞子は２５％以下で少たく、特に試験対象との顕著な差

はない。

ｏオオヤノクポ（表5.図ろ）

岸側では、１１月に草丈平均１０１ｃｍ、４月で１０．９c加、５か月間の平均草丈は

１０．６cj7zで毎月採取している影響はない。沖側では、１１月に草丈平均１２４cjiz、

４月で１１．７c加と僅iか低いが５か月間の平均草丈は、１２０４０加で岸側より成長は

良く、しかも毎月採取の影響はトウシキほど顕著ではをい゜２月と５月に毎月採取

したい対象として採取した平均草丈は、２月では１５．６ｃｍで岸、沖、２点の平均草

／丈に比べると２．５５c〃大きく、５月では1.7ｃｍ大きいだけで大差ない。

４分胞子は２月を除けば６０％以上で、果胞子は２０％以下であることはトウシ

キの場合と同様で毎月採取しても、採取したくても胞子形式には大差左いと思われ

る。

(3)オオプサ着生量月別変化

前年に引続き、冬季（禁漁期）天草の採Iirの可否を決定するのに、冬季だけでは決諭〕

得られたいので４月以降の年間の成長を調査した。

調査地点は前回同様、トウシキ小湾内に定め、禁漁区として試験対象の２点を毎月１回

づム採取した。試験点は毎月同一個所を対象点は小湾内において無作意に採取した。

調査結果

各月毎の１”着生量、平均草丈（１００株）、胞子等については表１、図５，６の

とおり調査期間中の水温は図４のとおりである。

着生量（１７７２３）の変化

毎月、同一地点を枠取りした結果では４月～８月は２５５～９１０１、平均４４７

９である。１０月～翌年５月では１２７～２６５９、平均２４５．５９と少云い。従っ

て、採取後の成長（添加量）は春～夏に良く、秋～冬は悪い。

対象区では、４月９５０，と８月の５０５９と多く、５～７月は２８０～４８０９と

少たく、春～夏を平均すると５０５ｙと試験区に比べて多い。１０月以降では、１０～

１２月は著しく着生量が少たく１８５９～２５０９、平均２１５．５９であるが、１月よ

り着生量は急増し、５月では、１４８０９と最高とたる。

⑤
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草丈

毎月同一地点を採取した。オオブサ草丈は年間（４月～翌年５月）を通じて、ほぼ

平均しており、８月の最高１０７ｃｍ、１０月のZ0c加が最低で平均８９０〃であった。

全体の傾向としては、ロ開け後の４月以降１０月に極めて僅かに減少の傾向にあると

いえる。そして１０月より、やや増加の傾向にある。

対象点は毎月異る場所で採取しているにもかかわらず、草丈は試験点とI略同一傾向

を占め常に試験点より草丈は長い。４月～９月では８．９～１１．７c加平均１０５c〃で、

１０月～１２月では８．９～Ｒ５ｃ〃平均２２ｃｍ、１月～５月は成長良<１１．０～１５．８

c泥平均１２．２６加となる。

胞子

４分胞子は試験点では２月（５０％）を除けば、常に毎月６０％以上を占め、対象

点では６月（４２％）を除けば常に毎月６０％以上を占める。果胞子では試験対象点

ともに２２％以下である。

総括

試験地が禁漁区としてあるに６かＬわらず充分に管碑が行をわれたかったので、着生量、草

丈について多少の誤りがあるかもしれないが以上２か年間の調査から冬季テングサ摘採の可否

を論ずれば吹のことがいえる。

(1)着生量（１”）から見た冬季摘採の可否

毎月採取した試験点では対照点に比べて少なく、特〈に冬季間の着生量は禁漁してある対

照点に比べて少左い。したがって、着生量から見ると、毎月一回の採取はロ開前の５月では

試験点は対照点の１／55で非常に少左い。このことは、ロ開当時の生産量から見ると非常に

減少となるが１０月～５月雀での禁漁期間に毎月一回づ凸採取したと仮定して、口開時に

５５倍以上の生産を上げていれば一応採取しても良いという決論がでるが禁漁期間中の冬季

に毎月一回という採的方法が必ずしも能率的であるか否かかたり問題があるであろう。

(2)草丈、胞子

毎月採取地点と対照地点の草丈を比較すると常に採取地点の草丈は短かいが、その差は地

域によっても殆ど大差をいことが判明する。また、毎月採取している胞子の出現量（9'6）も

対照区と比較して大差ないので、毎月採取しても胞子形成については影響がたいと思われる

・た旨、毎月採取のオオプサ胞子と対照点のオオプサ胞子の発芽率については実験してたい

－１８－



▽

し

ので、この点調査の必要があるので後日実験に移つしたい。なお、草丈だけで冬季摘採の可

否を論ずれば、毎月１回程度の採取は大した影響は左いといえる。

冬季摘採の可否は今後さらに検討を要す。

着生量では必ずしも冬季摘採が良いとはいえたいが草丈では充分といえる。しかし、今後

胞子の発芽率や管理充分左地域で広範囲を実験調査を試みたければ軽とし〈決論は得られた

(3)

いと,恩はれる。
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表’オオプサ着生量胞子の変化（トウシキ海岸小湾）年調
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参考資料

１９５５年 昭和２８年度外海開発事業中間報告

浅海外海開発事業中間報告書

附地先別事業明細書

１９５５年２月浅海外海増殖事業および全事業効果調査報告書

１９５５年１１月昭和２９年度浅海外海増殖事業および同事業効果

調査報告書

１９５６年１１月昭和５０年度浅海増殖開発事業および同事業効果

調査鞠告書

１９５７年１２月昭和５１年度浅海増殖開発事業および同事業効果

・調査報告書

１９５８年１２月昭和５２年度浅海増殖開発事業および同事業効果

調査報告書

１９６０年４月昭和５５年度浅海増殖開発事業および同事業効果

調査報告書

1．東水試

2．東京都

5．水産庁

４ケ

5．”罫

６ヶ
罰

スク

８ヶ

潜水リポート（その５）「伊豆大鳥、神津島、海底散歩」

水産資源２

昭和５２年度事業報告通干''１１４号

１９５７年9Ｌ１１１名武

１９５９年８．束水試

凸

編集取さとめ

②

東水試、大島分場、調査指導室

技師倉田洋二

技師補広瀬泉
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築磯事■業年度男U実施状.祝
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●

東京都管内における築磯事業は昭和２８年より都の閏‐補助を得て開始され、大島（２漁協）

･ﾈ蝉島（１漁協）。三宅島（５漁協共同）、八丈島（２漁協）で６１０００坪が施行された。

２９年には国の補助香を得て前年同様各島各漁協で８０００坪が施行された。昭和５０年には

大島の元町。差木地２漁協、八丈島大賀郷漁協が加わり１６，０２０坪が、５１年には新島本村

･若郷･式根島各漁協と八丈島中の郷が加わり６ｊ５０ｍＰＳ１９４７０坪が施行された。昭和

５２年にはス７４４㎡２４，１８０坪が施行され、三宅島では各漁協共同事業から各漁協単独事

業として実施されるようにたった。５５年度には大島差木地漁協を除いてス５５４．９㎡

７５，９５０ｍ0が施行され、５４年度は大島差木地漁協また加わって５，１６１㎡、５５年度には

５８５２４７㎡、５６年度には国の補助率が５／６と大巾に変更され、事業量は増加して

７，９６０㎡とたり昭和２８年より５６年に至る廷９か年間に４９，４６６㎡の投石事業が施行さ

●

溌
襲
鑿
霧
繍
鷲
僅
鷹
湾
轍
綴
塞
鼻
霜
鐇
懲
穰
蓬
一
一
｛
（
賎
熱
辮
驚
罪
憲
蕊
騨
景
驚
蕊
壌
灘
撒
苧
豊
蕊
虹
奪
》
》
鐡
廠
鞠
鞠
選
雰
誓
稀
で
鷲
下
遵
曇
鑓
露
腰
騨
璽
聲
雲
っ
藍
巻
篭
擢
悪
署
鞠
“
童
蕊
麓
鍵
露
蟻
鳶
〉
欝
擢
鱈
鷺
一
一
寓
蔓
葱
愚
墨
罎
曇
欝
雲
霞
薯
彌
瀝
獲
誓
意
墨
垂
暮
琴
霞
騒
騒
審
一
篶
鴬
蟻
鐘
穏
警
曇
嚢
惑
霧
審
鐘
護
奉
書
護
彊
蓬
鍾

れたわけである。年度別名漁協別事業量は表１～，のとおりである。

－５１－



１１

昭和２８年度１

９年度昭和２２

１１
１'’
1.5

註１三宅島-･……･…………･…･…５組合共同事業（代表、神着）

２補助率

国費皆都費告地元負担会～（昭和２９年～５５年書で）

－５２－

、

ＩＩＬ

｜
『
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
．
１
コ
’
０
Ⅶ
．
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
■
１
．
０
０
１
日
！
■
■
■
Ｉ
０
０
１
，
，
０
１
■
｜
■
■
１
１
０
０
１
１
－
－
－
‐
１
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－

事業量
事業費

国費 都費 地 元 負担

大島泉津

岡田

小計

1．０００

１，００

２．０００

坪

円
０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
９
９

５
５
０

７
７
５

１

円
０
０
０

０
０
０

０
０
０

？
７
Ｑ

５
５
０

７
７
５

１

４００．０００

２１２２００

６１２２００

円

神津島、ネ申津島 1．０００ ７５，０００ ７５，０００ １１５，１２０

三宅島、三宅島 5．５００ ２５０，０００ ２５０，０００ ５１２６４８

八丈島、末吉

三根

小計

1．０００

１．０００

２．０００

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
７
９

０
５
５

０
７
７

１
１

1００，０００

７５，０００

１７５，０００

１０２，０７８

１２ス０００

２２２０７８

合計 8．５００ ６５０，０００ '６５０，０００ 1，４８５，０４６

事業量

1．０００

１．０００

２．０００

坪

円
０
０
０

０
０
０

０
０
０

，
９
９

０
０
０

０
０
０

２
２
４

神津島、神津島 1．０００ ２００，０００

三宅島、三宅島漁協 1．０００ ２００，０００

八丈島、末吉

三根

小計

1．０００

1．０００

2，０００

０
０
０

０
０
０

０
０
０

７
９
７

０
０
０

０
０
０

２
２
４

１００，１５６

１１６，０００

２１６，１５６

合計 6，０００ １ ， ２００，０００ ８６０，５５９
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5.ＺＯ［

Ｈ
Ｌ」

6-Ｚ７［

］Ｕｌ６６

6.000

。．ＵＬＤＣ

］６０．５５１

辰

－５３－

費

計

事業実施

時期

蛍付当り

事業施行量

４１２９５５

５５８，２００

７７８，１５５

円

１１．

５月～９月

９月～５月

１８．７５～９５．７５K9のもの１６～１７個

22.5～１１２５のもの１０個

５５６，２７０ 8月 ～ 9月 ７５０～１１２．５のもの６個

５５０，０００ ９月～１０月 ７５．０～１５０のもの５個

５００，１５６

５１６，０００

６１６，１５６

９月～10月

９月～10月

１１２５～１８ｚ５のものろ～４個

７５０～１１２．５のもの４～５個

2，０６０，５５９

補助対象

外経費

事業実施

時期

単位当り

事業施行量

５５０，０００

５６２２００

９１２２００

円
５２５，０００

１４４，２００

４６９１２００

円
８月

8月 ～ 9月

575～１８７L5K9のもの１０～１２個

ろZ5～１１２５のもの５０個

２６５，１２０ ４０，１２０ １２)日 ５６２５～１１２．５のもの６個

1，０１２６４８ 2６２６４８ 1０月～ 2月 56.25～１１２５のもの５伝

５０２，０７８

２７ス０００

５７２０７８

８
０
８

７
０
７

０
０
０

９
９
７

２
２
４

５
５

１１月～１２月

９月～２月

5Z5～１５０のもの６～７個

5z5～７５０のもの４～５個

2，７８５，０４６ ８５５，０４６



１１’v''１
，１’’’

ろ 昭和５０年度

|＃PⅢ
IlL

－５４－

｛し,￣

事業量

地
計

津
田
町
木

泉
岡
・
元
差
小

ｂ

島大

坪
０
０
０
０
０

７
０
５
０
２

６
５
５
５
８
１

円
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
９
９
９
９

０
０
０
０
０

６
５
０
５
６
５

１
１

円
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
９
７
９
９

０
０
０
０
０

６
５
０
５
６
５

１
１

円

２４０，１９１

７５，５５９

１４１，５２９

１０ス７５６

５６４，６１５

神津島 1．０００ １６０，０００ １６０，０００ ２０５，０００

三宅島６組旬 １０．４００ 1，０００，０００ 1，０００，０００ 1，２６１，９６０

八丈島、末吉

大賀郷

三根

小計

８００

1．０００

１．０００

2．８００

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

９
９
９
９

０
０
０
０

６
８
８
２
５

１

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
９
０
９

０
０
０
０

６
８
８
２
５

１

０
６
５
１

０
５
８
４

０
６
０
７

１
９
９
９

６
４
４
４

０
１
１
５

２
１
１
４

合計 １６．０２０ 1，８４０，０００ 1，８４０，０００ ２，４６６，ヨ１６
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目
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補助対象

外経贄

事業施行

時期

蛍位当り

事業施行量

円
剣
Ｉ
。
〃
。
．
／
○
Ｆ
Ｄ

Ｏ
．
ス
）
（
こ
Ｒ
）
乱
Ｉ

４
１
Ｚ
〕
ｚ
》
つ
ノ
〃
○

０
口
９
▽

勺

ｎ
Ｕ
Ｒ
〕
イ
Ⅱ
フ
ハ
Ａ
今

／
○
マ
ノ
Ａ
△
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

Ｒ
．
）
１
Ｚ
，
）
、
二
（
二

１

円
１
，
Ｑ
’
○
“
〃
。
Ｆ
ｏ

ｏ
”
ス
）
（
星
Ｆ
Ｄ
列
Ｉ

１
０
Ｚ
〕
Ｚ
』
「
ノ
／
○

，
９

９

０
５
ｔ
Ｚ
４

８
２
４
５
０

２

１０月～１１月

１ １月中

１０月～１１月

１０月～１２月

ＺＺ５～１８z5K9mIM､５～6個

７５．０～１１２５のもの。～１０個

ろＺ５～１５０のもの２０個

１ １２５～１８Ｚ５のもの６～7個

５２５，０００ ４５，０００ 2月～ 5z5～７５．０のもの７個

5，２６１ ， ９６０ ２６１，９６０ １０ﾉﾖ～１１月 56.25～９５７５ｍものＥ～６．個

０
６
５
１

０
５
８
４

０
６
０
７

９
９
１
１

６
４
４
４

２
７
７
７

５
２
２
０
１

（
Ｕ
“
６
Ｒ
）
１

，
）
Ｒ
）
Ｒ
〉
４

，
〕
”
。
ｎ
〕
「
ノ

６
４
４
４

４
５
５
１

１

９月～１２月

１０月～１１月

１月～２月

７５．０～５７５のもの７～８個

５Ｚ５～７５０のもの４～５個

７５．０～７５０のもの５～６個

6，１４６，５１６ ６２６,三１６



Ｐ

４昭和５１年度

Ｊ・ロ

－５６－

ち

事業量

津
田
町

泉
岡
元

、

島大

枇
蝿
計

差
波
小

３

、０
０
０
０
０
０

坪
０
０
０
４
８
２

４
２
５
２
２
４

０
０
０
０
０
０
Ⅶ

７
０
０
０
０
７

〃
。
Ｒ
〕
〃
。
［
〕
戸
、
『
ノ

２

円

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

７
７
７
０
，

５
０
５
５
２
Ｚ

０
０
２
２
５
８

２
１
１
１
１
６

円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
１
０
９
９
９

５
０
５
５
８
５

４
０
２
２
１
１

１
１
１
１
１
６

５０１，７５ 0Ｆ］

１０ス４５５

１５５，７７５

１５４，８８４

１４６，２７５

８２４，１５９

新島

若郷

小計

６００

５００

1．１００

２６０

２００

４６０

０
０
０

０
Ｏ
０

ｐ
Ｄ
ｐ

０
２
２

５
０
５

１
１
２

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
９
９

０
８
８

５
９
４

１
２

１５０，０００

１０６，８００

２５６，８００

式根島
６００

５００ １５４，０００ １１６，０００ １５２，０５６

神津島
1．５００

４００ ２２６，０００ ２２４，０００ ２５２，５００

１ ， ０１５，０００ ９８５，０００ ，１，０７４，９１７

１０５，０００

２２８，０００

１０５，０００

２０２，０００

６５６，０００

Ｑス０００

２２２，０００

9７１０００

２４８，０００

６６４，０００

１１ス０６０

２４１，０００

１１４，５５６

２２５，５２５

６９ス９４１

合計
１９L４７０

6．１５０ 2，９５０，０００ 2，８５０，０００ 5，２５８，５５５



)Ｈｈｌ昼自□

」６５１＿／ｂ［

ｌｌｕへごiｚＨ１－１ｍ１
Ｊ

曰
￣。

Ｈ
Ｌ｣

２８８４９４８８４

兎

６６.DｙｄｌＡｇ

４ｂＵＵＯ［

］
6－８００Ｊ６．８００

6ＢＵＯＡ８０ｎ

」５６４０２Ｕ５６

１
Ｊ

１
‐
］

６８２５０［

ｄ９l７４ｙ

］６しＵ６０

6.ＵＯＣ

１
Ⅲ

６，１.ＵＯＣ

」

ＪＺ９０７０／

４２１５０９
ヌ０５８

可

凸

－５７－

補助対象

外経費

事業実施

時期

単位当り

事業施行量

６５１，７５ 0F］

５０ス４５５

５８５，７７５

５８４，８８４

３９６，２７５

2，１２４，１５９

１２６，７５０

ス４５５

８，７７５

２８８４

２１，２７５

２６５，０９５

円
５１.ｚ２４～５１．１２１５

５１．１０．１０～５１．１０．５１

52.5.4～５２．５．１０

５１．１１．２～５１．１２．２７

５１．１１．９～５１．１２．２１

㎡
５０
ケ
ク
〃
夕

０
０
０

０
０
０

０
８
８

１
９
０

０
６
６

５
０
５

４
５
７

’
０
０
０
０

８
８
９
９

６
６

５１１２．１７～５２．５．１４

５２．２２０～５２２２８

〃
〃

４０２，０５６ 2ス０５６ ５２．２．２～５２２．２６ 〃

６８２，５００ Z５００ ５１．１２．２０～５２．５２０ 〃

5，０７４，９１７ ７４，９１７ ５１．１２．５～５２．２．１１ 〃，

３１ス０６０

６９１，０００

５１４，５５６

６７５，５２５

１，９９ス９４１

１ス０６０

１６，０００

１４，５５６

５２５

４スワ４１

５１．１２７～５１．１２２４

５２２．４～５２．５．１０

５１．１２．６～５１．１２．２７

５１．１１．１０～5１．１２．２９

ク
ク
ク
ク

２０５８，５５５
４２ス５０９



５昭和５２年度

］０［ ｊＵ［

］0００｢ｌＵＵ［

ＪＯＣ ］０ｍ

］ｏｎ 」０，

？OｕＵＯＯ ソＯＯＵＯＵ

ＪＤＯ［ B５ＵＯＯＣ ９／』

－５８－

事業量

大島泉津

岡田

元町

差木地

波浮港

小計

㎡
０
０
０
０
０
０

０
０
０
４
４
８

５
５
４
５
５
８

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
５
８
９
５
５

５

１

円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
７
９
７
０
７

５
０
５
５
５
０

２
５
７
７
７
０

２
１
１
１
１
９

円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
９
９
７
７
９

区
）
〔
Ｕ
頁
）
戸
。
Ｐ
Ｃ
〔
Ｕ

（
里
貝
）
『
ノ
『
ノ
『
ノ
、
）

（
二
イ
ー
パ
ー
１
‐
『
Ｉ
。
“

円
６
２
０
６
０
４

０
５
０
８
５
７

８
８
０
１
０
８

７
‘
，
９
０
１

６
０
５
８
２
２

５
５
７
７
８
４

２
１
１
１
１
９

新島

若郷

/I、計

８００

５００

１５００

４００

５１０

７１０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

７
７
７

０
０
０

０
頁
）
５

２
１
ｚ
）

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
１
９

０
０
０

０
５
５

２
１
５

２００，００Ｏ
ＰＰ．

１５０，０９８

５５０，０９８

弍根島

神津島

三宅島、阿古

伊ケ谷

神着

伊 星

坪田

小計

００４

００５

（
Ｕ
〔
Ｕ
〔
Ｕ
ｎ
〕
刑
４
〃
４

『
Ｉ
Ｑ
Ｕ
刃
４
郷
４
Ｒ
）
ｎ
基

Ｚ
）
ｎ
忽
Ｆ
Ｄ
頁
〉
〃
○
Ｚ
）

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
８
８

８
０
０
０
７
７
．
６
０

●
●
●

２
北
ｔ
２
２
４
２
１

２

１７５，０００

５００，０００

１
，

１７５，０００

１５０，０００

２７５，０００

２７５，０００

４２５，０００

５００，０００

１７５，０００

５００，０００

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

？
７
７
９
７
７

反
）
ｎ
Ｕ
Ｒ
）
区
〕
区
〕
ｎ
Ｕ

『
ノ
Ｆ
Ｄ
マ
ノ
『
ノ
〔
坐
〔
Ｕ

刊
Ｉ
舟
Ｉ
（
二
ハ
ニ
Ａ
４
Ｚ
〕

？

１

１７ス９７７

５００，０００

１７５，０００

１７５，４９０

５０ス２５８

２８４，５６５

４５０，４７５

1，５７２，７８４

八丈島、三根

大賀郷

末吉

中之郷

小計

●

〔
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ
〔
Ｕ
〔
Ｕ

（
Ｕ
Ｒ
）
Ｚ
Ｊ
Ｒ
】
ラ
。

ノ
。
、
二
Ｒ
〕
〔
こ
。
〃

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

Ｚ
０
０
５
７

●
●

北
ｔ
２

４

１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
７
７
７
９

５
５
０
５
５

７
２
０
２
２

２
１
５
１
８

２７５，０００

１２５，０００

５００，０００

１２５，０００

８２５，０００

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

ｔ
ａ
ｑ
５
ｔ

（
□
（
冬
ｎ
Ｕ
ハ
ニ
テ
ｏ

ｎ
二
列
Ｉ
Ｚ
）
幻
Ｉ
（
。

合計

２４．１８０

7１７４４ 5，８５０，０００ 5，８５０，０００ 5，９７４，７５５



へ

６

▲

ヨ

ﾛＺ星型

n日９貝１１ｺ］６８０６

］」二１１口｢1８

９月ワスＨ
ＪＵＵ

ｌろＲ
8．１８６

J、６８Ｒｂ］５０

Ｕ
６００.ＵＵＵ

１６
ソ８

。

【）巳

〕５０､Ｏ９Ｂ

」Ｈ
Ｌ｣

」
L二

１
Ｊ

」

『

］

］

ｒ
’

I1

LJ

「
－
』

「
』

一両

９９ヘソペソ９ソノ
ロ

ａ／△
ロ

-５９－

補助対象

外経費

事業実施

時期

単位当り

事業施行量

７０６．８０６

４５０，８５２

５２５，０００

５２８，１８６

５５２，０５０

2，７４２，８７４

円

円

６
２
’
６
０
４

０
５

８
５
７

Ｊ
０
８

８
８

９

５
Ｚ
２

１５
４

９月１日～１２月５１日

１０月１日～１２月２５日

９月２５日～１２月６日

１１月６日～１月２２日

７月１８日～１２月２５日

㎡
５

８
８

８
６
５
５
６

●
●
●
●
の

０
０
０
０
０

６００，０００

４５０，０９８

1，０５０，０９８

９８

９８

５２．１２．７～５５．２．５

５５．２４～５５．５．１５

０５

０．６２

５２ス９７７ 2，９７７ ５５．１．２７～ころ.２．１８ ０５

９００，０００ ５２１０．１～５５．１．１５ ０２５

５２５，０００

４７５，４９０

８５ス２５８

８５４，５６５

1，２８０，４７５

５，９７２，７８４

２５，４９０

３２，２５８

２５６５

５，４７５

７２，７８４

５２．１２１６～５５．５．１５

５２１２１０～５５．１．５０

５２１２．３～５５．２．２６

５２．１１．１０～５５．１．２０

５２１２．５～５２．１２５１

▲

１
８

５

５
２
２
２
１

●
●

０
０
０
０
０

●

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
９
９
ｐ

ｔ
５
０
５
１

５
７
０
７
８

８
５
９
ズ
）
４

２

０
－
－
０

０
０

０
０

６
６

５５．１．５～５５２．２５

５２．１２．４～５２．１２．２５

５２．１０．５～５２．１２５０

５２．２９～５２．，２４

５
２

５
２
４
５

●
●
■
●

０
０
０
０

１１ , ６７４，７５５ １２４，フ５５



妄

'

6．昭和５５年度

］２５０ｍ

］ＯＵＯＵ

Ｊ２５０［

ＪＵＯＯＤ

1４６

６８．８８８

４２Ａ0４６

２５０「

LｌＵＯＵ

ソ６Ｕ６
ソ５ｍ

Ⅲ□

BＤＵＯＯＤ BｂＵＤＤ 4.106-118

－４０－

大島、泉津

岡田

元町

波浮港

小計

式根島

新島、若郷

新島

小計

神津島

着神島琵

｜呈
伊

谷ケ伊
古
田
計

阿
坪
小

事業量

2．０００

1．６５０

1．６５０

１．６５０

〃〃￣

５０６．９６m@

５５０．９８

５００．９８

５００．９８

615125”
２．６４４

４００

1．６５２

２１０

２．６４４

４００

４．２９６

６１０

’
１
Ｚ
）

八丈島、三根

大賀郷

中之郷

末吉

小計

０
０
０
０
０

６
０
０
０
６

６
５
５
９
１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

６
６
５
６
１

●
●
●
●
●

５
６
５
６
０
２

２

０
０
０
０
ｎ

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

●
〃
●
〃
●
ク
■
〃
●

０
０
０
５
５

０
５
５
２
２

５
１
１
５
９

‐
１
’
１
－
‐

Ｉ

０００
９

００５

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

９
９
９
ｙ

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
貝
）

［
、
貝
）
（
聖
ワ
ニ

剤
Ｉ
刻
Ｉ
ヲ
。
。
〃

５２２５００

１５４，８５４

１５０，０００

５２６，２９７

９６０．６５１

合計
７５．９５０

Ｚ５５４．９ 5，８５０，０００ 5，８５０，０００ 4，１０６，１１８



へ

＝

。

２，Ｕ、

γ
’

ヲ２２５０「 1１２

４８４ｂ４－ＨＲｊ １Ｆ

４ＤＵＯ、［ ]＿０９

L｣ソ７６１．２９ 」１４

野

３１０－８

6－１１８８０６１１８

｡

－４１－

補助対象

外経費

事業実施

時期

単位当り

事業施行量

９４ス９８０

６１１，１５１

５２５，０００

５２６，５２９

円

2，６１０，４６０

円
０
１
一
９
０

８
５

２
６

９
１

５
４

９
９

２
ｆ

ｔ
５

２
１

５

１
１

５５年９月１日～５４年１月１５日

１０月１日～１２月２０曰

８月７日～１１月１５日

５５年７月１２日～５４年５月２０日

㎡

５
１
５
８

２
２
１
１

●
●
●
●

０
０
０
０

６７５，８５２ ８５２ ５４．１．１７～５４．５．５ ０．１５

５０２，５００

６００，０００

９０２．５００
０
－
０

０
０

５
５

２
２

５４２２４～５４．５．３０

５５．１０．２５～５４．５．５０

０．１２

０．１５

９００，０００ ５５．１２．２０～５４．５．５１ 0．０７

６８１，２７９

８８０，４６２

４６８，８８８

６００，０００

1，２７６，０４６

３．９０６．６７５

９
２
８
’
６
５

７
６
８

４
７

２
４
８

０
６

９
？
０

９
Ｐ

６
５
８

１
１

５
１
８

７
０

１
２
２
●
●

１
８
２
２
７

●
●

北
２
１
１
２

●
Ｑ
●

４
１
５
５
１

５
ろ
ろ
５
５

●

｛
５
一
一
ろ

０
一
０
５
一

５
１
１
２
５

●
●

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

ズ
）
Ｚ
）
ｚ
）
Ｚ
）
Ｚ
）

ｚ
】
ス
】
ｚ
）
｝
◎
一
○

７
６
８
１
６

０
０
０
１
０

●
●

●
●

０
０
０
０
０

９２２５００

４５４，８５４

４５０，０００

９７６１，２９７

2．８１０．６５１

2２５００

4，８５４

1，２９７

５５，６５１

５４．１．５～５４．２１９

５５．１０．１５～５５．１１．１２

５５．８．５１～５５．２１１

５５．９２６～５３．１２．５０

８
５
９
４

１
０
０
１

●
●

●
●

０
０
０
０

１１ ８０６，１１８ ２５６，１１８



少

〆

▲

Ｚ昭和５４年度

－４２－

事業量

地
港
計

津
田
町
木
浮

泉
岡
元
差
波
小

、

島大

㎡
７
８
５

２
９
７

。
〈
ｎ
ｕ
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ａ
ｌ

〃
』
Ｒ
】
ｎ
〕
ｎ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

Ｚ
）
（
二
区
）
（
二
〔
二
Ｆ
Ｄ
１

１９ス５００

１５６，５００

２７０，０００

１００，０００

１１０，０００

８１４，０００

円
円

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

５
５
０
０
０
０

Ｚ
９
９
９
９
？

６
０
０
０
４

９
５
７
０
１
１

１
１
２
１
１
８

２４ス５５２

１５１，４４８

２７０，０００

１２４，５４１

１１６，２０７

９０２７４８

円

新島、若郷 １４０ ７０，０００ ７０，０００ ７０，５５６

弍根島 ２５０ １２２，５００ １２２，５００ １２２，５００

神津島 ５６０ ２１０，０００ ２１０，０００ ２１０，０００

三宅島、ネ申着

伊ケ谷

伊 丘．

阿古

坪田

小計

０
０
０
０
０
０

１
０
５
０
０
６

２
２
５
２
５
４
１

１２０，０００

１００，０００

２００，０００

１２０，０００

２９ス５００

８５ス５００

､

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
５
５

７
０
，
９

，
〕
ｎ
〕
（
Ｕ
〔
Ｕ
フ
ハ
▽
ん

（
二
〔
Ｕ
、
）
（
二
ｏ
〆
Ｚ
】

割
Ｉ
『
Ｉ
〔
二
１
（
二
Ｐ
）

１２２，１８５

１００，２２８

２４４，５１８

１２０，０００

５１２，８２５

８９２５５４

八丈島、三根

大賀郷

中之郷

夫吉

小計

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ

Ｆ
Ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ
Ｆ
Ｄ

幻
４
（
些
〔
二
／
○
刎
斗

１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
７
７
９
９

０
０
０
０
０

０
０
０
２
２

２
１
１
２
６

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

７
７
７
７
７

０
０
０
０
０

０
０
０
２
２

２
１
１
２
６

２０１，２５０

１０５，０２０

１００，４１２

２２０，８６１

６２５，５２５

合計 5ｊ61 2，６７４，０００ 2，６７４，０００
２，８５ス６６１



①

､

６４

4４４８

８１００OL

川坑匹

6.2［

４８■

６／k５０Ｕ

。

□

６５Ｕ､０００

へ
3．１８５．６６ ｢】Ｊ･【」Ｌ」

(②

－４５－

補助対象

外経費

事業実施

時期

６４２，５５２

４２４，４４８

８１０，０００

５２４，５４１

５５６，２０７

２，５５スフ４８

円

円
２
８

１
７
８

５
４

４
０
４

０
９

５
２
７

７
９

９
９
９

，
〕
八
斗

Ⅱ
『
／
○
Ｒ
〉

Ｒ
）
孔
ｌ

（
二

○
〃

５４．１１．１５～５５１．１０

ろ４．１０．１～５４．１２．２５

５４．１１．２０～５５．１．２２

５４．１２．９～５５．１．５１

５４．１１．２５～５４．１２．５０

２１０，５３６ ５３６ ５５．１．２５～５５．５．５

５６ス５００
０

５５．２．１～５５２．８

６５０，０００ ５５．２１～５５．５．２４

５６２，１８５

５００，２２８

６４４，５１８

５６０，０００

９０ス８２５

2，５７４，５５４

５
８
８
一
５
４

８
２
１

２
５

１
２
５

５
０
０
０

２
４

５
２

４
１
６

５５．１．２０～５５．２．２０

５５．２．１５～５５．５．５

５４．１１．２５～５５．５．５０

５５．２．１９～５５．２．２９

５４．１２１４～５５．１．５１

ｎ
Ｕ
ｎ
〕
〔
二
孔
Ｉ
ｚ
）

ス
〉
〔
二
１
ノ
○
、
二

（
里
〔
Ｕ
八
斗
（
ひ
区
）

北
ａ
ｑ
０
５

０
０
０
６
６

６
５
５
６
８

▽

１

０
０
２
１
５

５
２
１
６
２

２
０
４
８
５

ｐ

ｔ
ａ

５

０２
０

２
北
５
２

１
５
５
ｔ

２
５
５
５

５
｛
５
５

５
５
｛
｛

｛
１
０
１

●
●

６
２
１
２

●

１
１
２
１

０
●
●
０

月
）
４
Ｆ
。
Ａ
４

ラ
。
Ｚ
）
Ｚ
）
Ｚ
）

１６５，６６１



●

び

８昭和５５年度

-４４－

ａ

』
Ｐ

へ

事業量

地
港

津
田
町
木
浮
計

泉
岡
元
差
波
小

０

島大

４５１．９６

５０２．９４

５００．７５

５００．９８

２５０．９８

1,6oz６１

㎡
５００，０００

２００，０００

１

１

５０，０００

５０，０００

１５０，０００

９５０，０００

円
円

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
７

，
〕
〔
Ｕ
（
Ｕ
〔
Ｕ
〔
Ｕ
〔
Ｕ

〔
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
〕
Ｆ
Ｄ
貝
）

Ｚ
》
〔
二
冷
Ｉ
劃
Ｉ
１
。
”

円
７
９
０
１
０
７

１
８
０
７
７
４

７
６
０
４
４
５

０
９
９
７
９
７

別
４
ｎ
〕
（
Ｕ
ラ
０
八
斗
Ｚ
）

Ｚ
》
〔
Ｕ
Ｒ
）
（
□
〃
。
｝
ｏ

ス
〕
（
二
１
１
１
，
〕

０

１

新島

若郷

小計

２５０．９８

１４５．９８

５９６．９６

１ ７５，０００

７５，０００

２５０，０００

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
９
９

５
５
０

『
ノ
一
ノ
民
）

１
２

１ ８０，０７７

８０，４５９

２６０，５５６

式根島 ５００．９８ １７５，０００ １７５，０００ １ ７５，０００

神崖島 ４６０ ２７５，０００ ２７５，０００ ２７２０００

三宅島、坪田

神着

阿古

小計

５００

５２０

２６０

1.080

５００，０００

１７５，０００

１５０，０００

６２５，０００

５００，０００

１７５，０００

１ ５０，０００

６２５，０００

５７５，５９５

１８０，５６９

１ ５０，０５５

７０６，０１７

八丈島大賀郷

中之郷

末吉

三根

小計

８
８
８
８
２

９
９
９
９
９

●
●

●
●
●

ｎ
〕
〔
Ｕ
、
）
ｎ
〕
Ｚ
）

ｎ
〕
Ｒ
〕
〔
Ｕ
４
４
。
〃

△
４
ワ
」
「
ノ
“
。
。
〃

●
●

１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
，
Ｄ
Ｕ
Ｄ

ｎ
ｗ
Ｆ
Ｄ
〔
Ｕ
〔
Ｕ
Ｆ
Ｄ

Ｏ
亥
〔
之
Ｒ
｝
Ｐ
ｂ
幻
Ｉ

１
１
２
２
８

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
９
７
７
９

ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
〕
〔
Ｕ
Ｒ
）

。
〃
〔
二
Ｒ
〕
［
、
ヨ
ー

１
列
Ｉ
（
碁
（
望
（
己

７
ｎ
Ｕ
（
些
ス
〕
（
こ

４
→
〔
Ｕ
〃
。
Ｚ
】
４
４

（
Ｕ
ｎ
〕
Ｒ
〕
八
一
ｎ
〕

？
９
７
７
７

４
５
６
６
２

。
“
（
竺
Ｒ
）
／
○
Ａ
４

剤
Ｉ
列
Ｉ
〔
廷
〔
廷
Ｑ
〕

合計 5，８５２４７ 5，０９０，０００ 5，０９０，０００ 5，２９５，９４２



△

の

リス」

６００．６８９

４５ＵＯＵＵ

４ｔ

４６４４７Ｕ

牛 ●へＡへと

。

８２２００m

Ｊ７１ｐ、ＺＣ

lＢ６ｙ

４Ｃｕ［

ｿ５６_し

４１１』

］「

６６４

４／,lj4

べ

ｇＡ７ＲＯｄ

③

－４ﾋﾟﾃｰ

□
■

補助対象

外経費

事業実施

時期

円
７１７

●

４５９

９
０
１
０
７

８
０
７
７
４

６
０
４
４
５

７
１
７
９
９

〔
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｚ
）
Ⅶ
芽
Ｚ
〕

〔
Ｕ
区
〕
ｎ
ｏ
／
○
Ｚ
】

／
○
幻
４
〃
４
刈
斗
。
“

２

５４，７１
円
７

６８９

５５，４７１

１４，４７０

８５，５４７

５２
０
０
６

●

２
５
１
２

●
●
●

８
１
０
５
２

１
５
１
６
１

２
５
５
５
５

／
ｑ
ヘ
ス
》
ヘ
ス
）

一
一

Ｚ
」
Ｚ
」

（
。

｛
１
５
２
８

１
１
１
１
１

２
１
２
１
１

●
●
●
■
●
■

Ｒ
）
民
）
Ｆ
Ｄ
Ｐ
。
Ｆ
ｏ

Ｚ
）
一
○
ｚ
》
》
。
ｚ
）

『
ノ
。
〃
／
ｏ

『
ノ
Ｒ
〕
Ｚ
）

ｎ
Ｕ
４
→
Ｒ
〕

７
７
１

〔
Ｕ
〔
Ｕ
（
Ｕ

ｚ
》
Ｚ
）
〃
○

頁
）
ワ
ニ
一
ノ

マ
ノ
。
／
／
○

マ
ノ
Ｒ
〕
Ｚ
）

ｎ
Ｕ
川
》
Ｒ
〕

１
９
７

５
５
０

１

５６．２．１５～５６．５．１４

５６．２．１５～５６．５．１５－…

５２５，０００ ５６． 1． ２２～５６．５．１２

８２２０００ 4，０００
５５.~１０．１５.～１２．５０

，７５，５９５

５５０，５６９

４５０，０５５

１，９５６，０１フ

７５,ろ９５

5，５６９

５５

８１，０１７

５５．２１８～５５１１．１２

５５．２１２～５５．１２１８

５５．１１．１１～５５．１２．２０

７
０
２
５
２

４
０
６
５
４

０
０
５
４
０

９
７
９
９
リ

４
５
６
６
２

７
７
５
６
７

５
５
７
７
４

２

4，０４７

6，５６２

１６，４５５

２ス０４２

５５．１１．２８～５５．１２．５１

５５．１２．５～５５．１２５１

５５．１０．２５～５５．１２．５１

５５．１１．２１～５５．１２．５１

２４７５，９４２ ２０５，９４２



■

汐

P。

▲

，昭和５６年度

註１補助率国費５／６都費２／６自元負担１／６

－４６－

事業量

地
港

津
田
町
木
浮
計

泉
岡
元
差
波
小

、

島大

㎡

２
７
２
２
２
５

６
４
２
２
２
７

６
４
４
４
４
５

２

円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９

５
ａ
ｑ
ｑ
ｑ
０

７
５
４
４
４
“
５

５
２
２
２
２
５

９

１

円

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
７
７
９
９
１

０
０
０
０
０
０

５
７
６
６
６
０

２
１
１
１
１
９

６５０，６５９

２７２，４４６

２０５，５５７

２８５，８７２

２７４，４７６

1，６８６，７９０

円

新島、若郷 ５８７ ２１２０００ １４６，０００ ２５２１９２

神津島 ６６２ ５７５，０００ ２５０，０００ ５４ス５６０

糖＃島宅

豆
谷
古
田

ケ

伊
伊
阿
坪

計小

０
０
０
０
０
０

８
５
０
５
６
２

２
５
４
４
６
５
２

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

２
ａ
５
５
５
４

反
）
ｎ
Ｕ
勺
△
区
〕
ラ
ノ
イ
ー

イ
ー
Ｚ
》
ハ
ム
○
二
Ｚ
．
〕
Ｚ
】

９

１

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
７
９
９
７
９

６
０
０
０
０
６

０
０
５
７
５
７

１
２
１
１
２
８

１ ，

１８０，２１４

５１５，４０４

２７２，１９２

２６５，４５６

４２５，７５１

４５２，９９７

八丈島、大賀郷

三根

中之郷

末吉

小計

４
４
５
．
５
６

９
０
１
０
１

５
６
５
９
２

２

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

７
９
９
０
９

５
５
０
６
６

２
４
８
１
６

２
５
１
５
２

９

１

１５０，０００

２５０，０００

１２０，０００

５４４，０００

８４４，０００

8ス５１Ｃ

１１５，５５２

7ス０００

１７５，８６８

４５５，７１０

合計 Ｚ９６０ 4，５２４，０００ 5，０１６，０００ 4，１８０，２４９



１軒

肱

１２４９

－４７－

|’

r１Ｉ

ｌｌ

補助対象

外経費

事業実施

時期

1，２７５，６５９

６９ス４４６

６０５，５５７

６８５，８７２

６７４，４７６

5，９５６，７９０

円
５２５，６５９

１８ス４４６

１２５，５５７

２０５，８７２

１９４，４７６

1，２５６，７９０

円
５６１０．１４～５Ｚ５．１９

５６．１０．１～５６．１２．５１

５６．１０１６～５Ｚ１．１０

５６．１０１５～５６．１２．１５

５６．１１．１４～５６．１２．２５

￣

６０４，１９２ １６６，１９２ ５７１．１８～５．５１

９７２，５６０ ２２２，５６０ ５６．１１．２５～ろＺ５．２５

４
４
２
６
１
７

１
０
９
５
５
９

２
４
１
４
７
９

０
９
９

５
ａ
Ｉ
８
８
２

４
１
４
８
４
４

４
８
６
６
０
６

９

１
５

１２ス２１４

２１５，４０４

１９ス１９２

１７８，４５６

２９８，７５１

1，０１４，９９７

５６．１０１６～５６．１２．２８

５６．，２６～５６．１２．２９

５６．１０．２４～５６．１２４

５６．１１．７～５６．１１．２８

５６．１０７～５６．１１．５１
０
２
０
８
０

１
５
０
６
１

る
５
０
８
７

２
０
Ｚ
５
５
０
７

６
９
７
５
６

４
６
５
０
５

９

１

９

２

０
２
０
８
０

１
５
０
６
１

５
５
０
８
７

９
・

２
Ｚ
１
１

１
１

５

５６．１１．１５～５６．１２．５１

５６．１１．５～５６．１２．２６

５６．１１．１７～５６．１２．１６

５６，１１．９～５Ｚ１．１９

１１，７２０，２４９ 2，６７２，２４９
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築磯事業効果認定調査

（一般調査）

島しょ漁協から提出された資料を水産試験場の資料で補正して、各単協別の事業効果を算出
した結果表１を得た。主要項目の内容は下記のとおりである。

1．事業費について、上段は５５年度事業費、下段は投石事業累計事業（主として２８年以降
であるが単協により年度は異なる）。

ヮ事業量について、上段は５５年度事業量、下段は投石事業累計事業量（主として２８年以

(主として２８年以降

(主として２８年以
2．事業量について、上段は。、牛慶事美童、ｒ犀I玉L煙口李葺き不ロ!=戸奉呈Ｒ-￣

降であるが単協により年度は異なｚ)）。

5．生産量（K9）は、上段は５６年度の全生産量、下段は累年投石地の生産量。

4．〈生産金額（千円）は、上段は全生産量、下段は累年投石地の生産金額。

５樺業者数、上段は全操業者数、下段は投石地における操業者数。

橋生産金額（千円）は、上段に三生産鬘、ｒ屋(にL系判づ又爪

操業者数、上段は全操業者数、下段は投石地における諺

漁場面積、上段は全漁場面積、下段は累年投石地面積。

Ｄ
Ｄ

Ｆ
‐
（
『
Ｊ
）
〃
〃
（
師
】
》

－４９－

＿｡△－－‐一一・－－．気一一一＝←←



昭和５５年度築磯事業

Ｗ

JIA

●

－５０－

漁協名

増殖対象
生物名

事業実
施年度 水深 ??［ 底質 事業實千円 事業量㎡

泉津漁協 てんく゛さ ５５ １０～２０ 岩盤 ４
，

９５５

９９５ ２

４５２

８９８

岡田
ク 〃 ” 8～１２ 〃 ２

６０１

９５８

５０５

1．７６５

元町 ′ 〃

ｕｂ

ｑ

〃’ ６

岩盤

砂 ５
，

４５０

０５５ ２

５０１

０７５

差木地” 〃 〃 ６

岩盤

玉石 １

４８５

９２９ １ ０

５０１

２１１

波浮港〃 〃 〃 6～１０

岩盤

砂利 ２

４６４

２５４ １ 、

２５１

５７２

新島 〃 〃 〃 ７ 岩盤 ２

５５０

１８０ １ ,

２５１

５１１

若郷 〃 〃 〃 ７～８

玉石

砂 １ ，

２５０

５００ １ ０

１４６

００６

式根島〃 〃 〃 5～１０ 砂礫 １ 、

５２５

９７４ １ ９

５０１

５５０

神津島ケ 〃 〃 １０～２０

岩盤

玉石

８２９

4．７５２ ２

４６０

６８０

坪田 歩 〃 〃 ２５ 砂

砂 ９７５

ス６７２ ４

５００

５４１

ﾉﾄﾞ申着 ク 〃 ” １５ 岩盤 ５

５５１

８９０ ２

５２０

４６９

阿古 〃 〃 ” 5～１０ ”

４５０

2，８０５ １ ，

２６０

６８６

大賀郷〃 〃 `少 7～１０

玉石

砂

５７４

2，２９９ １ 、

４０１

５５１

三根 〃 〃 ” １５

玉石

砂

７６６

4．５７０ ５，

６４１

２５１

中之郷 ” 〃 ケ 8～９

玉石

砂利

５７５

1．８１５ １

２５１

２０１

朱吉 /5Ｐ " " １０～１８ 砂利 ４

７５フ

フ９７ ４，

７０１

４フ９

計

Ｒ４フ５

５５，１８５

5，８４０

５４，８２４



効果認定調査（一般調査）

Ｖｖ

｣1』

－５１－

－－L_･6￣

-----－－－－

材質形状 生産量Ｋ９ 生産金額千円

操業者数
(人） 罐

作柄

儂即 漁場面_積〃

安山岩１ケ
。、＿１，，１r刀

､｢

乾５２０５１

（４６９５）

” ５２１

（２２８７）

〃２０，００５

（２，５５１）

１

(1.855）

１５，５５２

（８５７）

ス９５５

（９５１）

１５６

(１５６）

２５１

(１２０）

４６０

(２５の

、、ハ
０

０

０

平

豊

平

２１，１００

(１５，６４９）

２９５，０００

（２５５１）

１５４，０００

(１Ｍ９４）

，２２９６２

（９８１）

１４，５９６

（４フ1）

６７５

(３５０） ０ 〃

５６５，０００

（６，５５９）

′１４，７０５

（１，５５４）

6，８０２

（６１６）

１６９

(１２０） ０ 〃

１１６，０００

（ス４０９）

”５４，２５１

（１，２７４）

１４，０８７

（５２４）

４５１

(２５０） ０ 豊

５６６，０００

（７ｐ７９）

〃 ２Ｒ９５９

（９フ８）

１２，２７４

（４ＣＯ）

１１５

(１００） ０ 凶

２６２，０００

（５，４５２）

玄武岩１ケ

８０～１００Ｋ，

〃 １ス１５フ

（１，５１２）

ス５５２

（５フ6）

２６８

(１４０） ０ 〃

４６５，０００

（ス２９０）

抗火石１ケ

５０～１００Ｋ９

〃 ２フ１，２９５

（２，６０５）

６１，１５６

（５８６）

４１６

(２０の ０ 〃

2，９４８，０００

(１４，４７２）

玄武岩 １ヶ

５０～５０Ｋ９

〃１１８，２４０

（５，１４９）

４，１１８

(２，１５７）

５９９

(１７０） ０ 〃

1，４０５，０００

(24,521）

安山岩 １ヶ

８０～１００Ｋ９

〃２Ｒ６４５

（２，４００）

１５，７５１

(1,274）

２４５

(２４５） ０ 〃

９８５，０００

(１５，５５５)。

玄武岩１ケ

８０～１００Ｋ９

1ス４５０

（１，５６６）

8，５０１

（６６５）

５２２

(１００） ０ 〃

５２５，O００ｉｌ

（２１０４）

￣

玄武岩１ケ

５０～５０Ｋ,

１９フ６２

（１'４８８）

１１，１９１

（８４５）

２８２

(160） ０ 平

４７４，０００

（８，２６７）

安山岩１ケ

５０～７０Ｋ９

２０，１５６

（５）１６CＯ

１１．９２５

(１８６８）

５８８

(２１１） ０ 凶

７２２，０００

(１ス５５５)Ｉ

玄武岩１ケ

５０～５０Ｋ，

1．０６１

(１０６）

４５４

（４５）

２２フ

(１２０） ０ 〃

９４，０００）

（６，４８５）

安山岩１ケ

８０～１００Ｋ９

１８，９６４

（５，８０５）

Ｒ２４７

(２．８２フ）

５２６

(２４６） ０ 歩

８６５，０００）

(２４，１８７）

フ２５，９１８

(ろス２９１

２６１，６１９

(Ｍ４５７）

５，５０４

(2116） ０

１０，２２２，０００）

（188P47）

口

－１

ゼ



図１

針金蛇籠による投石
大島オオヤノクポ

Ｉ
劇

伽

図２

ピラミツト型盤石
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図３

正四角型磐石
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